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右記の二次元コード、
FAXまたは
メール、電話で
お申込みください。

盛岡大学・盛岡大学短期大学部
地域連携センター
電話：019-601-2615
メール：chiren@morioka-u.ac.jp
FAX:019-688-0009

実施内容

質疑応答

閉 講 式

開 講 式

休　    憩

日本国際学園大学教授・筑波大学名誉教授　卯城 祐司

【主　催】　盛岡大学・盛岡大学短期大学部地域連携センター
【共　催】　盛岡市教育委員会
【後　援】　岩手県教育委員会／滝沢市教育委員会／岩手日報社／朝日新聞盛岡総局／ＮＨＫ盛岡放送局／ＩＢＣ岩手放送／テレビ岩手／めんこいテレビ／岩手朝日テレビ
　　　　　　エフエム岩手／ラヂオ・もりおか／いわて高等教育コンソーシアム／盛岡大学後援会／盛岡大学短期大学部後援会

〒020-0024
 岩手県盛岡市菜園２丁目３－７

「なんで英語やるの？」という本が出たのが1974年。あれからすでに70年経つが、未だ
答えは出ていない。巷には英会話学校や英語の教材があふれ、日本人ほど英語の勉強
が大好きで、また同時に、英語に苦手意識を持っている国民はいない。何がそれほど、私
たちをとりこにし、また遠ざけるのか。そして、AI時代に綴りの練習など必要なのか。翻
訳ソフトが発達しても英語を学ぶのは何故なのか、フロアのみなさんと共に考えたい。

「小中高大の教員と共に考える“なぜ英語を学ぶのか”」

令和6年11月30日（土）
13:00～（受付・開場12:00～）

講師

令和6年度 第41回 盛岡大学公開講座

13:15-14:15

第 二部

13:00-13:15

14:15 -14:30

15:30-15:40

15:40-16:00

14:30-15:30

第一部

申し込み・
問い合わせ先

ホテル
ニューカリーナ盛岡 
アイリス（大会議室）

小中高大の教員と共に考える

なぜ 英語を
学ぶのか

岩手の教育関係者と学生と共に英語教育の未来について語る

参加申込締切 11月22日(金)

基調講演

パネル
ディスカッション

｢なぜ英語を学ぶのか、そしてどう学ぶのか」

司会・進行アドバイザー

パネリスト

岩手県教育委員会　指導主事

久慈市立来内小学校教諭

抱石 鉄也 (盛岡大学卒)
日本国際学園大学教授・筑波大学名誉教授

盛岡大学附属高等学校教諭 盛岡大学文学部英語文化学科教授
佐藤 大樹 (盛岡大学卒)

宮古市立河南中学校教諭
久保田 穂佳 (盛岡大学卒)

右京 久里子 (盛岡大学卒) 山形 守平

卯城 祐司

参加費
無料



11 22 （開催日／令和6年11月30日㊏）㊎令和6
申込み
問い合わせ先

参加申込締切

参加希望者

盛岡大学・盛岡大学短期大学部地域連携センター
右記の二次元コード、またはメール、電話、FAXのいずれかでお申込みください。

電話：019-601-2615　メール：chiren@morioka-u.ac.jp
ＦＡＸ：019-688-0009

令和6年度 第41回 盛岡大学公開講座

小中高大の教員と共に考える

なぜ 英語を
学ぶのか

岩手の教育関係者と学生と共に英語教育の未来について語る

学校名・会社名

電話番号

メールアドレス 希望します
（ご希望の方はチェック→）次年度以降のチラシの送付

学校名・会社名

電話番号

メールアドレス 希望します
（ご希望の方はチェック→）次年度以降のチラシの送付

学校名・会社名

電話番号

メールアドレス 希望します
（ご希望の方はチェック→）次年度以降のチラシの送付

学校名・会社名

電話番号

メールアドレス 希望します
（ご希望の方はチェック→）次年度以降のチラシの送付

　　　　　　学校における英語教育を巡っては、小学校での英語教育の早期化・
教科化をはじめとして、常に様々な変化をしながら、多くの議論がなされてきた。
グローバル化の進展に伴って英語教育の必要性が叫ばれてきた背景もある。さら
に、昨今はAI技術も急速に発達したことにより、語学習得の必要性に疑問をもつ人
も少なくはないだろう。社会の変化に伴って、今後更なる変化が起こることも予想
される。
　そこで大切なのは、“なぜ英語を学ぶのか”という英語教育の意義である。未来の
教員を養成する大学においても、日々児童生徒の教育に携わる教員においても、
教員がどのような意義をもち、指導にあたるかということは、教育の内容や質を左
右する。さらには、その指導を受けて育つ児童生徒の未来にも関わると考える。
　よって、各校種と連携した学びの場を提供することが可能である大学において、
2024年3月まで筑波大学教授として英語読解研究を中心に英語教育に貢献され
た卯城祐司先生をはじめとし、岩手県の教育に携わる教員を招き、学生と共に「外
国語教育の意義」を改めて考える機会としたい。

　　　　　　うしろ

趣旨


